役員退職慰労金＜弔慰金＞規程（案）
【　企　業　名　】
臨 時 株 主 総 会 議 事 録
平成○○年○○月○○日午【前・後】○○時○○分より、当会社において、臨時株主総会を開催した。


　　　　　　当会社株主総数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○名


　　　　　　発行済株式総数　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○株


　　　　　　出席株主数（委任状による者を含む）　　　　　　　　　○名


　　　　　　この持株総数　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○株


　以上のとおり株主の出席があったので、定款の規程により代表取締役　【　氏　名　】は　　議長席につき、臨時株主総会は適法に成立したので、開会する旨を宣し、直ちに議事に入った。
　

〔議　案〕


　当会社の役員退職慰労金（死亡退職金を含む）および弔慰金支給規程作成に関する件。


　議長は、当会社の今後退任する役員に対する役員退職慰労金（死亡退職金を含む）および　　弔慰金（金額および支給手続き）に関する規程の作成について、取締役会に一任したいと述べ、議場に賛否を問うたところ、満場一致を以て可決した。


　議長は、以上をもって本日の議事を終了したい旨を述べ、午【前・後】○○時○○分閉会した。


　以上の決議を明確にするため法規に従い、この議事録を作成し、議長および出席取締役が　　これに記名押印する。


　　　　　　　　平成○○年○○月○○日


　　　　　【企　業　名】


議長　　代表取締役　　【　　　氏　　　名　　　】印
取締役　　【　　　氏　　　名　　　】印
取締役　　【　　　氏　　　名　　　】印

監査役　　【　　　氏　　　名　　　】印

役員退職慰労金支給規程・役員弔慰金支給規程制定に関する取締役会議事録
　平成○○年○○月○○日　午後○○時○○分より、当会社において、取締役会を開催した。

出席取締役　　　　○名（全取締役　　　　○名）


代表取締役　【　氏　名　】は、選ばれて議長になり、下記の議案につき、可決確定の上、午【前・後】○○時○○分散会した。


　　〔議　案〕


　　　役員退職慰労金支給規程・役員弔慰金支給規程　制定に関する件


　　

  本社役員退職慰労金支給規程・役員弔慰金支給規程の制定については、平成○○年○○月○○日株主総会決議でもって取締役会決議に一任されたので、以下のように原案を提示して議場に賛否を問うたところ全員異議なく原案どおり決定した。


　尚、決議を明確にするため、この議事録を作り、出席取締役全員がこれに記名押印する。


　　　　　　　　平成○○年○○月○○日


　　　　　【企　業　名】


議長　　代表取締役　　【　　　氏　　　名　　　】印
取締役　　【　　　氏　　　名　　　】印
取締役　　【　　　氏　　　名　　　】印

監査役　　【　　　氏　　　名　　　】印

役　員　弔　慰　金　支　給　規　程
  （役員の弔慰金については、本規程に基づき支給し、株主総会および取締役会の承認を得る。）

  　　

     （目　的）


　　第　１　条　　役員（取締役および監査役）が在任中死亡した場合、本規程に基づき遺族
　に対し弔慰金を支給する。


　　　（弔慰金の額）


　　第　２　条　　本規程により支給する弔慰金は、死亡原因により以下の額とする。


　　　　　　　　　　　（１）　業務外死亡の場合　　死亡時の報酬月額× 6カ月


　　　　　　　　　　　（２）　業務上死亡の場合　　死亡時の報酬月額× 36カ月


　　　（遺族の範囲および順位）


　　第　３　条　　弔慰金の受取人となる遺族の範囲および順位については、労働基準法施行
規則第42条から第45条の規程を準用する。但し、同順位の者が２名以上
となる場合はそのうち最年長者に支払う。
ただし、上記にかかわらず、当該役員が予め会社に対し、書面にて、上記の者の中から、特定の者を指定していた場合には、その者に支給する。
　　　（事情変更による改廃）


　　第　４　条　　この規程は、会社の経理状況および役員報酬体系の大幅な変更、社会保障
制度の進展、その他社会情勢の変化により、不適当と認められる場合には
改訂または廃止する。


　　　（実施期日）


　　　　　　　　　本規程は　平成○○年○○月○○日から実施する。


役　員　退　職　慰　労　金　支　給　規　程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（役員の退職金については、株主総会の委任（承認）に基づき、本支給規程に準じ取締役会にて決定する。）


（目　的）


第　１　条　　本社社業に日夜努力した取締役および監査役（以下役員という）の功績に
報いると共に、退職後の生活安定を図る目的で、役員退職慰労金規程（以下
「本規程」という）を設ける。在職中に死亡した役員に支給する役員死亡
退職慰労金については本規程に準ずる。

（適用範囲）


第　２　条　　本規程は次に掲げる役員に適用する。


　　　　     (1) 会長　　　(2) 社長　　 (3) 副社長

　　(4) 専務　　　(5) 取締役 　(6) 監査役


（給付の種類）


第　３　条　　本規程による給付金は、退職一時金とする。

　　　　　　　なお、本人の申出により現物による支給をすることができる。

（退職一時金の受給資格）


第　４　条　　役員が退職したときは、退職一時金を支給する。


（退職一時金の額）


第　５　条　　１）退職一時金の額は、退職時の報酬月額に次に掲げる係数と在任年数を
乗じた額を支給基準額として取締役会にて決定する。

（係数）

(1) 会長
３
(2) 社長
３
(3) 副社長
１
(4) 専務
１
(5) 取締役
１
(6) 監査役
１
      　　　　
２）１項の報酬月額は、在任期間中の最高報酬月額を基準にすることができる。
（功績加算）

第　６　条　　特に功績が顕著であると認められる役員に対しては、第５条により算出した
　　　　　　　金額にその30％を超えない額を限度として加算することができる。
（受給権の譲渡又は担保の禁止）


第　７　条　　本規程より、一時金を受ける権利はこれを譲渡又は担保に供してはならない。


（給付の制限）


第　８　条　　役員が業務上背任等の理由に因り、解任されたときは、本規程による給付の
支給を行わない。但し、状況により、その一部を支給することがある。


（遺族の範囲および順位）


第　９　条　　死亡に因り退職した場合の退職一時金の受取人たる遺族の範囲および順位に
　　　　　　　ついては、労働基準法施行規則第42条から45条の規程を準用する。
但し、同順位の者が２名以上となる場合はそのうち最年長者に支払う。
ただし、上記にかかわらず、当該役員が予め会社に対し、書面にて、上記の者の中から、特定の者を指定していた場合には、その者に支給する。
（事情変更による改廃）


第　10　条　　この規程は、会社の経理状況および役員報酬体系の大幅な変更、社会保障制度
の進展、その他社会情勢の変化により、不適当と認められる場合には改訂また
は廃止することがある。


（規程の運営）


第　11　条　　本規程運営のため会社は生命保険会社と生命保険契約を締結し
基金の一部をそれにより準備するものとする。


（実施期日）


　　　　　　　本規程は　平成○○年○○月○○日から実施する。


平成○○年○○月○○日
　　　　　
《死亡退職金（弔慰金）等の支給に関する株主総会議事録（例）》


第  ○  回 臨 時 株 主 総 会 議 事 録
　

平成○○年○○月○○日午【前・後】○○時○○分より、当会社の本店において、第○回臨時株主総会を開催した。

当会社株主総数



○名

発行済株式総数



○株

出席株主数（委任状による者を含む）
○名

この持株総数



○株

　　

以上のとおり株主の出席があったので、定款の規定により代表取締役　　　　　　　　は議長席に

つき、臨時株主総会は適法に成立したので、開会する旨を宣し、直ちに議事に入った。


〔議　案〕


　死亡退任した【　氏　名　】の弔慰金並びに死亡退職金等の支給に関する件。


平成○○年○○月○○日死亡により退職した【　氏　名　】殿の遺族に対し、弔慰金、死亡退職金等を

支給することについて上程があったところ、株主【　氏　名　】氏から弔慰金、死亡退職金等の贈呈する

こと、その金額、時期、方法等を取締役会に一任したいと動議がなされた。引続いて議長から、取締役

会に一任の動議について、弔慰金、死亡退職金を支給することとし、その金額は、平成○○年○○月

○○日に開かれた取締役会で決議された役員退職慰労金規定および役員弔慰金支給規定の範囲内とし、

支給の時期、支払方法等については、取締役会に一任しては、と提案して議場に賛否を問うたところ全

員異議なく議長提案通り承認可決された。


　議長は、以上をもって本日の議事を終了したい旨を述べ、午【前・後】○○時○○分閉会した。


以上の決議を明確にするため法規に従い、この議事録を作成し、議長および出席取締役がこれに記名

押印する。


　　　　　　　　　平成○○年○○月○○日


　　　　（商　号）


議長　代表取締役
【　　　氏　　　名　　　】
印

取締役

【　　　氏　　　名　　　】
印

取締役

【　　　氏　　　名　　　】
印
《死亡退職金（弔慰金）等の支給に関する取締役会議事録（例）》


取  締  役  会  議  事  録

　平成○○年○○月○○日午【前・後】○○時○○分より、当会社の本店において、取締役会を開催した。

　出席取締役　　　　　○名（全取締役　　○名）


　代表取締役【　氏　名　】は、選ばれて議長となり、下記の議案につき、可決確定の上、

　【午前・後】○○時○○分散会した。


　〔議　案〕


　取締役　【　氏　名　】死亡に伴う、弔慰金、死亡退職金等の支給に関する件。

平成○○年○○月○○日　取締役【　氏　名　】死亡に伴う、弔慰金、役員退職慰労金支給等

の決定については、平成○○年○○月○○日株主総会決議でもって「金額の決定およびその支給

手続については取締役会決議に一任された」ので、役員弔慰金支給規定および役員退職慰労金

規定にもとづき、次のように原案を提示して議場に賛否を問うたところ全員異議なく原案通り

決定した。


　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記


　　　金額の決定　　　　弔慰金　　 【　金額　】万円　　　死亡退職金【　金額　】万円


　　　　　　　　　　　　功労加算金 【　金額　】万円


　　　支払期日　　　　　平成○○年○○月○○日


　　　支払方法　　　　　各規定に定める受取人に対し、現金又は小切手にて支払う。


　　　　

以上の決議を明確にするため、この議事録を作り、出席取締役全員がこれに記名押印する。

　　　　　　　　　平成○○年○○月○○日


　　　　（商　号）


議長　代表取締役　　　　【　　　氏　　　名　　　】　印

取締役

【　　　氏　　　名　　　】
印
取締役

【　　　氏　　　名　　　】
印
